
　海
外
で
は
、企
業
に
よ
る
こ
の

よ
う
な
活
動
は
珍
し
く
な
い
よ
う

で
す
が
、日
本
で
は
文
化
財
の
保

護
に
対
す
る
企
業
の
活
動
は
、ま

だ
ま
だ
身
近
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文
化
財
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光

な
ど
が
地
域
を
活
性
化
し
、さ
ら

な
る
文
化
財
の
継
承
に
つ
な
が
る

…
そ
ん
な
好
循
環
が
生
ま
れ
て
欲

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
財
を
守
る
た
め

の
文
化
庁
の
活
動

　近
年
、保
護
経
費
を
調
達
す
る

た
め
補
助
金
以
外
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
C
S
R
な
ど
の

利
用
が
増
え
て
お
り
、ふ
る
さ
と

納
税
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

P
P
P（
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
）の
一
環
と
し
て
民
間
の
資
金
や

経
営
能
力
・
技
術
力
を
活
用
し
、

公
共
施
設
等
の
建
て
替
え
や
改

修
、維
持
管
理
・
運
営
を
行
う
公

共
事
業
の
手
法
、P
F
I
の
利
用

も
進
ん
で
い
ま
す
。施
設
の
所
有

権
を
公
共
が
保
有
し
た
ま
ま
、運

営
を
民
間
事
業
者
に
ゆ
だ
ね
る
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
採
用
も
見

ら
れ
ま
す
。旧
苅
田
家
付
属
町
家

群（
岡
山
県
津
山
市
）の
宿
泊
施

設
化
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
、市

指
定
の
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
は

C
S
R
の
好
例
で
あ
り
、特
別
史

跡
の
大
阪
城
跡
も
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
類
似
し
た
P
F
I
の
手
法
を
用

い
た
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

企
業
の
文
化
財
の
保
護
活
動

こ
れ
か
ら
の

文
化
財
保
護

http://www.bunka.go.jp/

旧苅田家付属町家群を活用した宿泊施設の完成イメージ（岡山県津山市提供）

文化財愛護シンボルマークと
文化庁広報誌「ぶんかる」
キャラクター ぶんちゃん

文化庁
地域文化創生本部
TEL：075-330-6720（代表）

文化庁地域文化
創生本部だより
長い歴史の中で地域の人々の生活や営みと密接に関わりな
がら生み育まれ、今日まで受け継がれてきた国民的財産で
ある文化財。それらを守るため、文化庁では修理や整備、防
災設備の設置や耐震対策、展示設備などに補助を交付して
います。今回は、文化財建造物の保護という観点から、担当
の岡本調査官に取組事例をご紹介いただきました。

京都で輝く＂新・文化庁＂

Vol.2

　歴
史
的
な
建
造
物
を
継
承
し
て

ゆ
く
に
は
定
期
的
な
修
理
が
必
要

で
す
。ま
た
、お
金
が
か
か
る
修
理

を
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
た
め
、

建
物
ま
わ
り
の
樹
木
の
伐
採
や
シ

ロ
ア
リ
駆
除
な
ど
周
辺
環
境
の
整

備
も
大
切
で
す
。一
方
、修
理
技
術

を
継
承
す
る
職
人
、修
理
用
資
材

の
確
保
な
ど
も
保
護
に
は
か
か
せ

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
文
化
庁
で
は
、

文
化
財
を
重
要
文
化
財
に
指
定

し
、補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
し

て
保
護
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

文化庁文化財調査官（建造物）。ゼネ
コン勤務後、大学院にて日本建築史を
専攻。京都府で文化財保護技師とし
て近代和風建築の調査、清水寺の保
存修理工事などに従事した後、平成
25年から文化庁。重文の修理企画、
文化財の保存技術、伝統的建造物群
などを担当し、平成29年から創生本
部でまちづくりを担当。

岡本 公秀
おかもと きみひで
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